
（別紙３）

～ R8年3月15日

（対象者数） 14 （回答者数） 12

～ R8年3月15日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
引き続き、保護者さま・お子さまのニーズを聞き取り、必

要な支援ができるよう支援計画の立案を行います

2
災害時の説明や保護者向けの研修をかねて、お試しぺあれん

と.トレ－ニングを継続して毎年開催してまいります

3

引き続き、訓練等の実施と内容の周知を行ってまいりま

す

何かお知らせすべき事項がある際は、掲示やメール等で

周知しております。引き続き、安全に留意し支援を行って

まいります

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
予約の段階で年齢や人数など、可能な範囲で考慮し運動

のスペースが十分確保できるよう努める

2 ・今後必要に応じて検討していきます

3

・今後必要に応じて検討していきます。また、地域の保育

園や幼稚園とのつながりを作るためにも、定期的な訪問

を検討していきます。

○事業所名 なないろclubすてっぷ

○保護者評価実施期間
R8年3月1日

○保護者評価有効回答数

R8年3月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年4月8日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地

ニーズが少ない為機会がありませんが、地域の保育所、

認定こども園、幼稚園などとつながりが少ないのも現状の

課題です。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

十分な運動スペースの確保 年齢や同室の人数によって狭く感じる利用者もいる。

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、

保護者同士の交流の機会が設けられるなど、家族への支

援がされているか。また、きょうだい向けのイベントの開催

等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるな

ど、きょうだいへの支援がなされている。

父母会や保護者会等は、ニーズが少ない為、現状実施し

ていません。

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課

題が客観的に分析された上で、児童発達支援計画（個別

支援計画）が作成されてい

社内独自のアセスメントツールを用いて子どもの課題を

分析しております

・複数の職員でケース会議を行い、作成しております。ま

た、モニタリングや保護者からの聞き取りの内容も共有し

ています

家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング

等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等を設けて

いる

勤務されている保護者の方が多いので、できるだけ参加しやす

い日程を調整しながら実施している

こどもの安全を確保するための計画について周知する等、

安全の確保が十分に行われた上で支援が行われている

また、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その

他必要な訓練が行われている

避難訓練に加え、感染症や防犯なども職員間でシュミ

レーション訓練を行っております

・各種マニュアルは待合室に備え付けてあります

・安全計画を策定し、計画に沿って社内で研修や訓練を

行っております

事業所における自己評価総括表公表


